
究
永
焼
失
而
は
現
哀
殿
の
地
下
約

30cm
に
あ
る
。
こ
の
而
か
ら
礎
石
抜
取
痕
跡

や
基
屈
亀
版
の
漆
喰
面
を
検
出
し
、
買
永
焼
失
の
炭
殿
の
規
校
を
確
認
し
た
。
察

殿
の
東
南
部
は
漆
喰
面
が
南
へ
つ
づ
き
中
門
廊
の
よ
う
に
突
出
す
る
が
、
東
部
に

は
池
が
あ
り
、

i

辰
殿
と
突
出
部
の
閲
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

I

建

澁

物

辿

構

一
乗
院
は
天
禄
元
年
(
9
7
0
)

に
削
設
さ
れ
た
興
福
寺
の
子
院
で
あ
っ
て
、

院
と
と
も
に
摂
家
門
跡
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

剖
設
以
来
康
平
3
年
(

l

毯
）
治
承

4

年
(
1
1
8
2
)
仁
治
2

年
(
1
2
•1
1
)如
兄
永1
9年
(
1
6
<
1
2
)

と
数
度
の
罹
災
が
あ
り

、

叫
治
以

後
奈
良
地
方
裁
判
所
に
転
用
さ
れ
た
が
、
な
お
炭
安
3
年
(
1
6
<
1
9
)

造
立
の
炭
殿

・

殿
上
が
残
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
37年
に
裁
判
所
を
含
む
奈
良
県
庁
舎
付
近
の
照
価
工
れ
が
始
ま
り
、
旧
一

乗
院
の
地
下
追
構
の
破
壊
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
は
そ
の
発

掘
濶
壺
を
計
画
し
、
38
年
3
月
当
研
究
所
に
そ
の
協
力
方
を
依
頼
し
た
。

調
森
に
当
っ
て
は
期
間

・
経
股
の
関
係
で
全
敷
地
の
発
掘
は
不
能
で
あ
っ
た
の

で
、
炭
殿
付
近
は
天
禄
以
来
の
平
而
追
求
の
た
め
全
面
発
掘
、
そ
の
他
の
地
区
は

一
屎
院
創
設
前
の
造
梢
探
府
の
た
め
幅
3
m
の
ト
レ
ソ
チ
を
掘
る
こ
と
に
し
た
。

以
下
建
造
物
辿
構

・
庭
園
追
跡

・
出
土
辿
物
別
に
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

大
屎

検
出
し
た
究
永
焼
失
の
辿

樅
は
向
拝
の
あ
る
桁
行
10
間

梁
間

5
間
の
建
物
と
桁
行
5

間
梁
間
2
間
の
小
建
物
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
文
明

頃
か
か
れ
た
大
乗
院
，
翌
咋
俯

正
庶
の

一
乗
院
主
殿
指
図

（
典
幅
寺
蔵

「
IIF疫
絵
図
頷
緊

紗
」
所
収
）
の
平
面
と

一
致

し
、
窃
永
ま
で
こ
の
平
而
で

存
統
し
た
こ
と
が
叫
瞭
に
な

っ
た
。

窃
永
焼
失
而
の
下
に
は
焼

附
が

2
ー

3
陪
あ
っ
た
の
で

各
焼
附
ご
と
に
辿
構
を
追
求

し
た
。
北
部
で
は
東
西
に
辿

な
る
小
礫
敷
の
雨
落
梢
を
検

出
し
た
が
、
こ
の
溝
版
か
ら

乗

院

発

掘

調

査

概

要

歴

史

研

究

室

建

造

物

研

究

室

第1図 澗 ft 地 h 戌 全 9,'‘ 
,
9
 

＇
）
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出
土
す
る
追
物
は
様
式
上
平
安
末
期
を
下
る
も
の
が
な
く 、
ま
た
雨
落
の
位
骰
は

突
永
焼
失
｛辰
殿
の
北
雨
落
と
同
位
協
に
あ
る
の
で 、
｛辰
殿
は
平
安
末
期
か
ら
位
闘

が
変
つ
て
な
い
と
認
め
ら
れ
た 。
さ
ら
に
焼
陪
ご
と
の
礎
石
跡
の
探
索
て
は 、
究

永
焼
失
の
底
殿
礎
石
跡
の
ほ
か
は
礎
石
跡
が
な
か
っ
た
の
で 、
平
而
も
平
安
末
期

以
来
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
た
ゞ
西
廂
の
1
間
は
錨
倉
中
期
の
辿
物
を
包

含
す
る
追
水
の
樅
と
重
複
す
る
の
で 、
途
中
で
西
廂
が
拡
張
付
設
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る 。天

禄
剖
設
の一
乗
院
に
屈
す
る
も
の
は 、
最
下
焼
附
の
下
か
ら
検
出
さ
れ
た
払

培
と
礎
石
地
形
と
考
え
ら
れ
る
根
固
め
の
土
盛
り
で
あ
る 。
こ
の
基
附
は
西
半
は

高
い
地
山
を
利
用
し
東
半
に
盛
土
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
て 、
こ
の
表
面
に
根
固
め

の
土
盛
り
が
あ
る 。
こ
の
土
盛
り
の
大
部
分
は
数
度
の
追
替
の
際
削
平
さ
れ
た
ら

し
く 、
4
個
所
ほ
ど
検
出
し
た
の
み
で 、
柱
間
は
桁
行
9
尺
梁
行
8
尺
と
推
測
で

き
る
ほ
か
は
平
而
は
不
明
で
あ
っ
た 。
ま
た
こ
の
基
坦
を
追
跡
し
て
ゆ
く
と 、
東

南
部
は
や
は
り
突
出
し 、
そ
の
南
限
は
後
世
の
削
平
で
不
明
だ
が
中
門
廊
の
前
身

と
し
て
対
屋
の
よ
う
な
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た 。

次
に
創
設
の
東
半
盛
土
甚
瑕
を
撒
去
し
た
と
こ
ろ 、
東
西
約
20
m
南
北
約
25
m

の
土

城か
検
出
さ
れ
た し
こ
の
土
堀
内
に
は
焼
土
の
堆
栢
も
み
ら
れ 、
硯
や
施
釉

陶
器
を
含
め
土
器
片
が
瓦
片
と
と
も
に
多
数
埋
没
さ
h
て
い
た 。
ま
た
西
半
基
切

を
形
成
す
る
高
い
地
山
は
方
形
に
削
出
さ
れ
て
い
て 、
そ
の
東
辺
に
凝
灰
岩
粉
片

が
南
北一
列
に
付
珀
し
て
い
た
の
で 、
一
屎
院
創
設
前
に
こ
こ
に
凝
灰
岩
基
坦
を

も
つ
建
造
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た 。

一
屎
院
創
設
前
の
追
棉
探
査
の
た
め
掘
っ
た
ト
レ
ソ
チ
か
ら
の
所
見
で
は 、
ほ

か
に
高
く
削
出
さ
れ
た
地
山
が
4
個
所
ほ
ど
あ
り 、
こ
れ
ら
も
建
物
の
基
歴
で
な

ご昧
院
発
掘
調
査
概
要

承
の
典
福
寺
焼
亡

後
狼
和
元
年（二
き）

に
仮
再
建
さ
れ
た

以
上
各
時
期
ご
と
の
調
在
結
果
を
略
述
し
た
が 、

は
興
福
寺
下
階
俯
房
の
北 、
正
倉
院
の
西
に
当
る
台
地
上
に
あ
り 、

よ
く 、
こ
の
付
近
に
煎
而
寺
の
主
嬰
な
建
物
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る 。

創
設
さ
れ
た
際 、
こ
の
敷
地
が
賂
地
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
想
像
す
る
と 、
辿
物

が
土
堀
内
に
拘
掘

さ
れ
た
の
は
延
喜

4
年（
委）
も
し
く

は
延
長
3
年
(

9
2
5
)

の
狼
福
寺
の
火
災

に
関
係
す
る
の
で

（
滋oS)

ぱ
な
か
ろ
う
カ

一
乗
院
創
設
の
院

絞
殿
が
匝
ち
に
必

ら
れ
た
か
ど
う
か

は
不
明
だ
が 、な

お
治 ま,．

 

じ
め
の
哀
殿
は
突

永
ま
で
ほ
ぽ
そ
の

位
四
で
造
習
さ
れ

て
い
る 。

い
か
と
疑
わ
れ
る 。（
註ー

第2 \,<\ ―・ 乗 I泌 1―ー：殿指図

一
乗
院
が

立
地
条
件
が

一
乗
院
創
設
前
の
こ
の
位
骰

27 



N
A
 

l 

也・••••日...． I
．．．．．ュニj-.., 9 

ロ-［ 

.＿ •一 l • J, -f’ 』 9--—_＿ ＿＿． 

l..... : 

l．→ •一

"1
"

＂1・
 

二；

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
恨

..、、

＂ ＂` ．．
 ”” 

Iさiぺ．，'•<恥kt 1・・ 

ー東院削設I前の迫Ii<

n 
ガ

C
J
 

•• 
,
 

と

d
^

―・乗院遺 1，1｝＇実測図

て
お
り
、

発
見
で
き
た
庭
園
辿
跡
は
、
｛
辰
殿
西
南
隅
を
斜
に
よ
ぎ
る
一
条
の
造
水
跡
の
地

形
、
お
よ
び
数
個
の
庭
石
と
中
世
｛
辰
殿
北
面
の
池
庭
で
あ
る
。

逍
水
は
幡
2
.
5

m

深
さ
50cm
で
あ
っ
て
、

｛
辰
殿
中
央
を
と
お
る
南
北
・
東
西
両

ト
レ
ソ

チ
や
｛
辰
殿
西
南
拙
で
検
出
さ
れ
、
現
地
表
よ
り
約
55cm
下
に
地
山
を
急
勾

配
に
削
り
、
お
の
お
の
の
地
陪
の
勾
配
の
変
り
目
に
自
然
石
を
す
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
哀
殿
東
南
方
か
ら
西
北
方
に
向
つ
て
流
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
建

長
再
建
の
こ
ろ
ま
で
存
統
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
築
造
が
初
期
裂
殿
の
辿
常

と
殆
ど
同
時
期
す
な
わ
ち
藤
原
時
代
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
辿
水
の
水
源
は
脱
安
度
の
店
門

（
そ
れ
以
前
も
こ
こ
に
表
門
が
あ
っ
た
）
西

（註
4
)

側
付
近
か
ら
i

埠
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、

｛辰
殿
前
面
で
広
大
な
池
庭
を
形
成

（註
C

)

し
て
い
た
効
竹
か
も
あ
る

C

次
に
北
面
の
池
庭
で
あ
る
が
、
脱
安
｛
辰
殿
の
北
縁
先
か
ら
北
方
へ
約
1
0
m
の
地

点
か
ら
2
5
m
の
地
点
に
か
け
て
現
地
表
か
ら
約
50cm
下
方
の
地
盤
に
、
根
石
を
お

く
か
あ
る
い
は
単
独
に
据
え
ら
れ
た
数
個
の
自
然
石
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

石
は
地
陪
の
変
り
目
に
据
え
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
ら
の
石
を
様
に
し
て
一
方
は
若
し

rr 
庭

園

追

跡

（註
3
)

一
乗
院
の
追
栴
は
発
掘
か
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後

一
屎
院
が
再
建
さ
れ

る
の
は
文
治
4
年

(
1
1
3
9
)

で
あ
り
、

ま
た
仁
治
の
焼
亡
後
建
長
2
年
(
1
2
5
0
)

に
新

造
さ
れ
る
が
、
西
廂
が
1
間
付
設
さ
れ
る
の
は
こ
の
時
と
み
ら
れ
る
。

現
在
屈
招
提
寺
に
移
築
さ
れ
た
脱
安
再
建
の
建
物
は
位
骰
を
変
え
さ
ら
に
南
に

建
て
ら
れ
た
が
、
旧
平
面
と
比
較
す
る
と
i

辰
殿

・
殿
上
と
も
拡
張
し
て
建
て
ら
れ

と
く
に
殿
上
は
中
門
廊
の
発
股
形
態
と
し
て
み
ら
れ
興
味
深
い
。

（
工
藤
圭
窪
）
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＜
荏
ん
だ
粘
土
陪
の
上
に
汚
れ
た
脱
植
土

を
堆
柏
し
て
い
る
状
態
か
ら
推
し
て
、
こ

れ
ら
の
辿
構
は
炭
安
の
辰
殿
と
北
内
院
と

の
間
に
そ
れ
以
前
か
ら
府
在
し
て
い
た
池

庭
関
係
の
水
際
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え

た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
石
や
地
形
を
そ
の
東

部
で
検
出
さ
れ
た
自
然
石
の
比
団
と
綜
合

し
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
末
に
内
か
れ
た

一
乗
院
橘
御
殿
古
図

（
似
図
水
谷
川
家
蔵
戦

災
で
焼
失
）
の
＇
呆
水
の
線
や

、

先

年

山
気

探
森
に
よ
っ
て
柚
足
し
て
水
際
の
線
と
よ

く

一
致
し
て
い
た
。

以
上
の
検
出
し
た
辿
構
を
出
録
と
照
応

す
る
と
、

逍
水
は

一
乗
院
文
じ
9

（大
介
山

粘
神
文
化
研
究
所
蔵
）
に
It9
か
れ
て
い
る
永

延
2
年
蕊
8
)

頃、

水
谷
川
よ
り
祁
水
し
て

築
沿
さ
れ
た
庭
園
用
水
路
の
跡
と
み
ら
れ

る
。
北
面
池
庭
は
一

兼
院
坊
官
二
条
佑
屎

11
記
の
突
永
19
年
12
月
9
日
の
条
に
記
さ

れ
る
も
の
に
該
当
し
、
記
録
に
は
「
普
」

と
い
う
庭
者
が
辿
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら

当
時
大
乗
院
，翌
翌
間
正
の
招
き
に
よ
り
奈

（狂
6
)

良
で
活
躍
し
た
庭
作
善
阿
弥
の
業
紐
に
閃

係
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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と
も
あ
れ
逍
水
辿
跡
は
平

泉
毛
越
寺
大
泉
池
畔
で
し
か
検
出
で
き
て

い
な
か
つ

た
し
、

ま
た
そ
れ
が
永
久

5
年

(==17)
頃
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
よ
り
古
い

辿
水
の
地
形
と
石
組
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
辰
殿
北
面
で
突
永

の
火
災
で
大

破
し
た
こ
と
を
割
引
し
て
も
、
全
く
確
認
で
き
な
か
っ
た
苦
阿
弥
の
作
風
を
幾
分

で
も
推
知
で
き
る
庭
石
を
伴

っ
た
追
構
の

一
部
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
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椋
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濶
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下
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に
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、

突
治
7
年
(
l
0
9
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に
池

が
掘
ら
れ
、
大
江
匡
い
に
そ
の
名
を
撰
ば
せ

「
金
剛
池
」

と
命
名
し
た
巾
が
品
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
池
名
が
、
炭
殿
の
前
而
に
あ
っ
た
も
の
を
指
す
の
か
、
炭
殿
の
北

（後
）

方
に
ま
わ
っ
て
い
た
の
か
、

或
は
前
（
南
）
後
（
北
）
池
併
Jll型
で
あ
る
の
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
昭
和
38
年
12月
か
ら
、

39
年
1
月
に
か
け
て
旧
一

乗
院
店
門
跡
附
近

-
＂軍
の
発
掘
調
介
が
行
わ
れ
た
界
に
も
、

肝
門
跡
の
西
科
に
於
い
て
池
又
ぱ
輻
ひ
ろ
い

水
路
の
南
限
ら
し
い
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
南
（
前
）
池
庭
の
存
在
と
、
そ

の
形
態
の
確
認
は
今
後
の
濶
介
に
ま
つ
外
は
な
い
．
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造
物
は
、
主
と
し
て
哀
殿
下
の
土
欺
と
向
拝
南
側
の
瓦
涸
り
か
ら
発
見
さ
れ
、

施
釉
陶
器
を
含
む
土
器
類
、
各
柚
の
瓦
類
、
少
砧
の
銅
銭

・
金
屈
器

・
石
製
品

・

ガ
ラ

ス
製
品
な
ど
、
奈
良
時
代
前
期
か
ら
近
枇
初
頭
に
お
よ
ん
で
い

る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
哀
殿
下
の
士
披
か
ら
出
土
し
た
土
器
類
、
な
か
で
も
施
釉
陶
器
や
陶

硯
類
で
あ
る
。

施
釉
陶
器
で
は
、
緑
釉
陶
（
盗

．
杯

・
椀

．
鍔
釜

・
火
舎
？

．
甑

？
）
が
多
数
を
し
め
、
少
品
の
三
彩
陶

（
燕

．
杯

・
火
舎

・
香
炉

．
壺
）
と
二
彩

陶
（
長
頚
壺
）
が
あ
る
。
陶
硯
類
で
は
、
円
硯

35点
、
八
花
硯

1
点
、
島
と
亀
の

動
物
形
の
も
の

2
点
に
杯
や
盆
を
転
川
し
た
も
の
が

10
数
点
あ
る
。
そ
の
他
に
灰

釉
を
施
し
た
水
瓶

・
浄
瓶
の
類
を
含
む
須
恵
器
、
他
的
に
は
り収
も
多
い
土
師
浩
な

ど
、
政止
理
後
は
重
要
な
基
準
府
料
に
な
る
一

括
追
物
で
あ
る
。
（
八

似

晋
）
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こ
の
発
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の
大
き
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樅
と
い
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て
あ
る
。
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